
平成30年2月28日

　 ※　
※

評価 説明

1 学校の重点目標が明確である。 A

2 生徒は、学校生活が楽しいと感じている。 A

3
教職員は、協力して教育活動に取り組んで
いる。

A

4 清掃が行き届き、学校がきれいである。 B

5
学校の施設・設備は安全に管理されてい
る。

A

6
教師は、生徒が興味関心のもてる授業、わ
かりやすい授業を実施している。

B

7
生徒は、落ち着いて学習に取り組んでい
る。

A

8
生徒は、基礎的基本的な学力を身につけ
ている。

B

9
生徒は、家庭学習の習慣を身につけてい
る。

D

10
授業を通して、生徒の思考力、判断力、表
現力が育っている。

B

11 生徒は、進んであいさつをしている。 B

12
生徒は、場に応じた言葉遣いができてい
る。

C

13 生徒は、時間を守って生活している。 A

14 生徒は、きまりを守って生活している。 B

15
教師は、自ら手本となり、規範意識を高め
ている。

B

16 学校は、生徒の体力を高めている。 A

17
生徒は、体育や外遊びに意欲的に取り組
んでいる。

B

18 生徒は、健康を意識した生活をしている。 B

19
学校は、教育活動に関する様々な情報を
積極的に提供している。

A

20
学校は、保護者や地域と連携・協力し、教
育活動を行っている。

A

・体育の新体力テストは、目標を
持って取り組んでおり良い結果
が出ている。体育の授業だけで
なく、部活動や駅伝大会などを
通しても体力向上に取組んでい
き、やり遂げる心を養っていきた
い。
・一年を通して昼休みに校庭で
運動する生徒が増加した。

・体力テストの結果を見ても比較的
良いようなので、今後とも健康な心
身を育てるために工夫し、さらに体
力向上を目指してもらいたい。

学校関係者評価委員から
評価（文章表記）

領
域

地
域
と
の
連
携

・今後もPTAや地域の行事に、
教員が積極的に参加するよう努
める。
・柏中バザーは、柏原中の特色
として大変良い取り組みである。
PTAとの積極的な連携をおこな
う

・学校と家庭、地域の連携が良好な
のは大変良い。それぞれの努力に
よって、柏原地域を心豊かなコミュニ
ティーにしていきたい。

規
律
あ
る
態
度

・あいさつが課題であるが、自ら進
んで挨拶ができる生徒が増えてい
る。
・場に応じた言葉遣いを教師が意識
して指導していくことが大切である。
・今年度はチャイムを鳴らすようにし
たが、ほとんどの生徒が時間を意
識して行動できており、授業開始時
刻もしっかり守られている。
・きまりの意味や意義を理解させ、
お互いにルールを守って生活する
意識を高めたい。
・教師は、服装、言葉遣いで生徒に
模範を示すようでなければならな
い。

・授業規律の面で、机上の整理や机
の整頓などにも気を配れると良い。
・あいさつができていないとの評価だ
が、こちらからあいさつをすれば、よ
くあいさつを返してくれるとの印象で
ある。大多数の生徒は、よくきまりを
守り、生活していると思う。そのような
生徒を伸ばしていってもらいたい

健
康
・
体
力
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校
運
営
全
般

・ホームページの更新や校長が学
校便りを地域に配布したりすること
は学校の方針を浸透させることに大
きく役立っている。
・生徒調査では「学校が楽しい」と答
えた生徒が、昨年度は８５．１％で、
今年度は８６．７％であった。
・学校は、綺麗に使用できており清
掃活動も概ね良好である。無言清
掃の取り組みとしてさらによいもの
を目指す。
・施設は、老朽化している面もある
が計画的に修繕されている。

・学校便りが定期的に配布されて
おり大変よい。ホームページなどを
充実させ、さらに、学校からの情報
発信ができるとよい。
・全体的に教職員が子供たちの成
長のために尽力しているのがわか
る。
・学校施設は、よく修繕され比較的
きれいに使用されている。
・市教委との連携ではたら方改革
の推進をお願いしたい。
・先生方には笑顔で子供たちの前
に立ってもらいたい、そのために心
に余裕が持てるよう負担軽減を。

学
習

・全体的に、落ち着いた授業が展開
されている。さらに、子供たちの学
習意欲を喚起するよう工夫したい。
・NRT検査や県学力調査、全国学
力学習状況調査を分析活用し、授
業改善や学力向上に役立てていく。
・学力向上のため、家庭学習の充
実が課題であり、小中学校で連携し
て取り組むことが効果的である。

・授業が落ち着いて展開されてい
て良い。
・いつも家庭学習の習慣について
課題として取り上げられているが、
学校の課題であるとともに、家庭
教育の課題としてとらえていく必要
を感じる。
・学力向上のためにより、個に応じ
た支援や補習に力を入れられると
良い。

番
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評価項目
自己評価
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学校が行った自己評価の結果及びそれを踏まえた今後の改善方策について評価する。
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